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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 7月 4日 (2007.7.4)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 自 動 車 用 モ ー ル の エ ン ド キ ャ ッ プ で あ っ て 、
エ ン ド キ ャ ッ プ は 、 意 匠 部 と 、 意 匠 部 か ら 突 設 し た モ ー ル 端 部 へ の 挿 入 部 と を 備 え 、

モ ー ル 端 部 へ の 挿 入 方 向 直 角 方 向 断 面 に 凹 凸 、 係 止 部
が モ ー ル 断 面 内 側 壁 に 当 接 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る モ ー ル の エ ン ド キ ャ ッ プ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 係 止 部 の モ ー ル 端 部 へ の 挿 入 方 向 に 対 す る 直 角 方 向 断 面 を 、 複 数 に 分 割 し て あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の モ ー ル の エ ン ド キ ャ ッ プ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 係 止 部 の 、 モ ー ル 端 部 へ の 挿 入 方 向 に 対 す る 直 角 方 向 断 面 は 、 ノ コ 刃 状 で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の エ ン ド キ ャ ッ プ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ の い ず れ か に 記 載 の エ ン ド キ ャ ッ プ を 端 末 に 挿 入 し て あ る こ と を 特 徴 と す
る 自 動 車 用 モ ー ル 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 技 術 的 要 旨 は 、 自 動 車 用 モ ー ル の エ ン ド キ ャ ッ プ で あ っ て 、 エ ン ド キ ャ ッ プ は
、 意 匠 部 と 、 意 匠 部 か ら 突 設 し た モ ー ル 端 部 へ の 挿 入 部 と を 備 え 、

モ ー ル 端
部 へ の 挿 入 方 向 直 角 方 向 断 面 に 凹 凸 、 係 止 部 が モ ー ル 断 面 内 側 壁
に 当 接 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 モ ー ル の 端 末 に エ ン ド キ ャ ッ プ を 挿 入 し た 際 に 、 係 止 部 の 断 面 を 凹 凸 状 に し た こ と に よ
り 、 モ ー ル 断 面 内 側 壁 に 凸 部 の 先 端 部 が 食 い 込 む よ う に 咬 合 す る 。
　 ま た 、 モ ー ル 断 面 内 側 壁 に 軟 質 樹 脂 部 を 設 け る と 、 こ の 軟 質 樹 脂 部 に 係 止 部 の 凸 部 が 咬

挿 入 部 は 係 止 部 を 有 し 、 係 止 部 と 挿 入 部 と の 連 結 部 に 弾 性 変 形 部 を 形 成 し て あ る か 又 は ／
及 び 係 止 部 に と は の を 形 成 し て あ り

の

又 は ２

３

挿 入 部 は 係 止 部 を 有 し
、 係 止 部 と 挿 入 部 と の 連 結 部 に 弾 性 変 形 部 を 形 成 し て あ る か 又 は ／ 及 び 係 止 部 に

と は の を 形 成 し て あ り の



合 し や す く な る 。
　 従 っ て 本 発 明 に て 凹 凸 の あ る 係 止 部 と は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ の 挿 入 部 に 設 け た 係 止 部 に 複
数 の エ ッ ジ 状 の 突 部 を 形 成 す る 趣 旨 で あ る 。
　 エ ッ ジ 状 の 突 部 の 形 成 例 と し て は 、 モ ー ル 端 部 へ の 挿 入 方 向 に 対 す る 直 角 方 向 断 面 を 、
ノ コ 刃 状 に す る こ と が 挙 げ ら れ る 。
　 ま た 、 係 止 部 の モ ー ル 端 部 へ の 挿 入 方 向 に 対 す る 直 角 方 向 断 面 を 複 数 に 分 割 す る と 、 分
割 さ れ た 係 止 部 が 個 々 に モ ー ル 断 面 内 側 壁 の 軟 質 樹 脂 部 に 食 い 込 む 。
　 係 止 部 と 挿 入 部 と の 連 結 部 に 弾 性 変 形 部 を 形 成 す る と 、 モ ー ル 断 面 内 側 壁 と 係 止 部 と が
咬 合 す る 際 に 、 弾 性 変 形 部 が 弾 性 変 形 し モ ー ル 端 末 に 挿 入 し や す く 、 挿 入 後 は 係 止 部 を モ
ー ル 断 面 内 側 壁 側 に 向 か っ て 付 勢 す る 。
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る エ ン ド キ ャ ッ プ を 用 い た モ ー ル は 薄 型 化 で き 、 意 匠 性 に 優 れ る 。
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